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先生方が生徒に踏み込んだ指導ができるように

新たな指導方針を示した群馬県教育委員会（以下、県
教委）は原付乗車中の交通事故を防止することを目的
に公立高校の生徒を対象とした「二輪車安全運転者講
習会」を計画し、7 月 25 日に群馬県総合交通センター
で実施した。県教委が主催する講習会は今回が初めて
で、群馬県警察本部交通企画課・交通機動隊、群馬県
交通安全協会、群馬県二輪車安全運転指導員協議会、
群馬県二輪車普及安全協会が協力している。県教委は、
日々の学校生活の中で先生方が生徒に踏み込んだ安全
運転指導ができるように、交通安全指導を担当する先
生方も生徒と一緒に受講してもらうようにした。「二輪
車の運転特性と、生徒の運転技術の現状を知ることで、
何に気をつけるべきか具体的な指導ができるようにな
ります」と県教委は説明する。講習会の内容を立案し
た群馬県二輪車安全運転指導員協議会会長の長谷川俊
幸さん（長谷川輪業商会代表）は「普段バイクに乗ら
ない先生方が実技を体験することには大きな意味があ
ります。バイクに乗ることが危険なのではなく、バイ
クを軽視するクルマのドライバーが危険をつくり出し
ているといえるでしょう。バイクの立場を理解しても
らうことで、『バイクは危険』という先入観を払拭でき
ればいいと思っています」と話す。
講習会では、まず講義として、群馬県警察本部交通企
画課交通安全対策室長補佐の藤井勝好さんが県内の二
輪車の交通事故情勢や事故事例を紹介。次に、コース
で交通機動隊の白バイ隊員がクルマの死角を説明する。
コースには 1 台のクルマと、そのクルマの左後方の死
角にあたる位置に原付が置かれている。生徒が順番に
クルマの運転席に座ってミラーに原付が写っていない
ことを確かめる。さらに、原付に乗ってクルマの左側
のサイドミラーを見てもドライバーの顔は見えないこ
とを確認してもらう。白バイ隊員は、自分がドライバー
の死角に入っていると気づいたら減速するなどして、
その死角の範囲から出て自分の存在をアピールするよ
うアドバイスした。

自分から危険に近づかないために
『心のブレーキ』を

続いて、生徒と先生方が原付に乗車し、急制動やパイ
ロンスラローム、一本橋に取り組んだ。急制動は直線
を 30km/h で走行し、目標となるパイロンに来たら急
ブレーキをかけるという課題。1 回目はなかなか強い
ブレーキをかけることができなかったが、それができ
るようになると速度を 40km/h に上げる。
指導にあたっていた長谷川さんは「バイクは前輪と後
輪にブレーキがあります。急ブレーキをかけなければ
いけない場面では、この 2 つを路面の状況に合わせて
上手く使わないと安全に停止することはできません。
でも、一番効くのは皆さんの中にある『心のブレーキ』。
運転中は常に先を読んで、自分から危険に近づかない
ようにする、それが『心のブレーキ』です」と締めくくり、
約 2 時間の講習会が終了した。

群馬県は高校生の運転免許を制限する「3 ない運動（免許を取らない・バイク
を買わない・バイクに乗らない）」を見直し、平成 27 年より「保護者等の同
意があれば、学校は生徒の二輪車および四輪車の免許取得を妨げない」という
方針へ転換した。免許取得後の二輪車および四輪車の利用については各学校が
独自に定めた基準に従うこととし、二輪車（原付）の通学利用も一定の条件を
満たせば可能となっている。

受講した生徒は「急制動は初めてだったので印象に残
りました。一度経験しているので、実際に急ブレーキ
をかけなければいけなくなった時に落ち着いて対応で
きそうです。こうした場面に遭わないように安全運転
を心がけようと思います」と感想を話した。生徒と一
緒に参加した先生方からも「初めてバイクを運転して
みて、クルマとは違う難しさを感じました。この経験
を今後の指導に活かしていきたい」「バイクがクルマか
らどのように見えているかを再認識できました。生徒
を指導するだけでなく、私自身もクルマを運転する際、
バイクの存在を意識するようにしたいと思います」と
いう声が聞かれた。県教委では来年度以降も、この講
習会を継続していく考えだ。

講習会は 7月 25 日の午前と午後で 1 回ずつ行われ、2 回合わせて県内の公立高校 13 校から生徒 30 人と先生方
13 人が受講した

急制動を行う生徒に前後のブレーキの使い方や運転姿勢をアドバイスする群馬県二輪車安全運転
指導員協議会会長の長谷川俊幸さん（写真左）

パイロンスラロームや一本橋に取り組む生徒

普段クルマしか運転しない先生方にも実技を体験してもらう

実技を始める前にはボディプロテクターを着用

生徒や先生方が停止状態のクルマの運転席と原付
に乗車して、ミラーでお互いの顔が見えない場所
がクルマの死角であることを理解してもらう
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